
             技術オプション 

 比較項目 
直接処分 

再処理 

軽水炉 高速炉 

処分時の 

廃棄体イメージ 

発生体積比※1 

 

1 

 

 

約0.22 

 

 

 

約0.15 

潜在的 

有害度 

天然ｳﾗﾝ並になるまでの期間※2 
約10万年 約8千年  

約300年 

1000年後の有害度※2 1 約0.12 約0.004 

コスト※3 

核燃料サイクル全体 
（フロントエンド・バックエンド計） 

1.00～1.02 円／kWh 1.39～1.98 円／kWh 試算なし 

※高速炉用の第二再処理工場が
必要 処分費用 0.10～0.11 円／kWh 0.04～0.08 円／kWh 

 
 

核燃料サイクルの意義① 廃棄物の減容・有害度の低減 

使用済燃料 
キャニスタ 
（3.98m3） 

キャニスタ中の燃料 
ペレット（PWRの例）

（0.103m3） 
ガラス 
（0.15m3） 

キャニスタ 
（ステンレス） ガラス固化体 オーバーパック

（0.91m3） 
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約330分の１に低減 

 
 

約12分の１に低減 

約4分の１に減容化 
 
 

約７分の１に減容化 

※1 数字は原子力機構概算例   直接処分時のキャニスタを1としたときの相対値を示す。 

※2 出典：原子力政策大綱.   上欄は1GWyを発電するために必要な天然ウラン量の潜在的有害度と等しくなる期間を示す。下欄は直接処分時を1としたときの相対値を示す。 

※3 原子力委員会試算（2011年11月）（割引率３％のケース）   軽水炉再処理については、使用済燃料を貯蔵しつつ再処理していく現状を考慮したモデルと、次々と再処理していくモデルで計算。 

（１）軽水炉再処理により、高レベル放射性廃棄物の体積を約1/4に低減可能。また、放射能の有害
度が天然ウラン並になるまでの期間を1/10以下にすることができる。 

（２）高速炉/高速増殖炉サイクルが実用化すれば、高レベル放射性廃棄物中に長期に残留する放
射能量を更に少なくし、発生エネルギーあたりの環境負荷を大幅に低減できる可能性。 

 

  ※ 直接処分では、ｳﾗﾝ、ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ、核分裂生成物等を全て含んだまま廃棄物となる。一方、再処理後のガラス固化体からは、
ｳﾗﾝ､ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑが除かれるため、放射能による有害度が低減される。 

  ※ また、高速炉/高速増殖炉では、半減期の極めて長い核種を燃料として使用できるため、更に有害度の低減が可能となる。 
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核燃料サイクルの意義② エネルギー安定供給・安全保障 

（１）国内にウラン資源が殆ど存在しない我が国において、国内で得られる資源を効率的に最大限
獲得・活用することは、エネルギー安定供給やエネルギー安全保障上、重要な意義。 

（２）この観点から、核燃料サイクルにおいて、再処理等により得られるプルトニウム・ウランを有効
利用することは重要。 

軽水炉で燃える燃料：ウラン２３５ 
全体の０．７％ 

軽水炉では燃えにくいウラン２３８
全体の９９．３％ 

燃えやすいウラン２３５の割合を３～
５％程度にして発電。燃えにくいウラ
ン２３８からプルトニウムを生成。 

輸入に頼る必要性が低下し、我が
国のエネルギーの安定供給・安全
保障に寄与。 

天然ウランの構成 再処理によりウラン・プルトニウムを
回収することで、燃料として再利用
することができる。 

ウラン需給見通し 

出典： WNA 2011 Market Report reference scenario 

【注】Secondary Supplyには、解体核ウラン、回収ウラン、MOX燃料等が含まれ

る。解体核ウランとは、核兵器用の高濃縮ウラン（U235の割合が90%以上）を

希釈して得られる発電用の低濃縮ウラン。例えば、米露間においては、露の核

兵器由来の500tの高濃縮ウランを希釈し、発電用の低濃縮ウランとして、米の

原子力発電所で燃料として活用する協定が結ばれている（1993年）。 
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